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Ⅰ 本校全体の研究の概要 
１ 令和４年度「目指す生徒の姿」「全校研究テーマ」 

目指す生徒の姿 

  

 

 
全校研究テーマ 

 

 

 
２ 「目指す生徒の姿」「全校研究テーマ」の設定理由及び捉え 

学校教育目標「ともに学び 一人となる」の下、日々の教育活動に努める私たちは、令

和２年度末、それまでの教育活動において「育っている生徒の姿」と「さらに育てたい生

徒の姿」を洗い出し、令和３年度において、本校の「目指す生徒の姿」について検討し

た。以下はそこで出された意見の一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編の第１章総説１の(2)③では、

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進において、次のような生徒

の姿が求められている。 

 

 

 

 
   

私たちは、令和３年度において、「目指す生徒の姿」を検討した際に出された上記の姿

と、中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説総則編において求められている生徒の姿

が重なると考えた。そこで私たちは、目指す生徒の姿の具体を「各教科等の資質・能力を

身に付け、それを他に生かしたり、新たに見いだした課題を解決しようとしたりしなが

ら学び続けていく生徒」と捉え、本校が目指す生徒の姿を「学びを拓いていく生徒」と据

えた。 

  次に、私たちは、「学びを拓いていく生徒」を具現するために令和２年度までの研究を

基にして、全校研究テーマについて検討した。そこでは、各教科等の「見方・考え方」

を働かせて、資質・能力を身に付けていくことを「各教科等の本質」、各教科等の枠を超

えて、自ら「見方・考え方」を働かせて、物事を問い続けたり、追究したりして学び続

けていくことを「学びの本質」と捉えることを職員間で共有した。そして、この二つの

本質は、「学びを拓いていく生徒」の具体とした「各教科等の資質・能力を身に付け、そ

れを他に生かしたり、新たに見いだした課題を解決しようとしたりしながら学び続けて

いく生徒」を迫るものであること、「各教科等の本質」を目指す中で「学びの本質」が生

まれることの２点を確認した。そこで、私たちは、全校研究テーマを「学びの本質に迫

る学習の在り方」と据え、その具現を図ることとした。 

学びを拓いていく生徒 

学びの本質に迫る学習の在り方（２年次） 

・学ぶことがおもしろい、楽しい、もっと学びたいと願う生徒 

・解決したことを基に、新たな問いをもつ生徒 

・学習や人生において、各教科等の「見方・考え方」を、自在に働かせていく生徒 

・自分の学びを客観的に捉えたり、友の考えを批判的に捉えたりするなど、学びを自

覚することができる生徒 

子供たちが、学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し、これからの

時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることが

できるようにする 
 

国語１ 



 

 

３ 令和４年度 研究の全体構想 

(1) 目指す生徒の姿 

 

 

(2) 全校研究テーマ 

 

 
 

(3) 研究の重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 各教科等で育成を目指す資質・能力と各教科等の研究テーマ 
各教科等 各教科等で育成を目指す資質・能力 各教科等の研究テーマ 

国語 国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力 
文章を読んで理解したことなどに基づいて、自分の考

えを形成する力を高める学習の在り方 

社会 
広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主
体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形
成者に必要な公民としての資質・能力の基礎 

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面

的・多角的に考察する力を高める学習の在り方 

数学 数学的に考える資質・能力 

数学を活用して事象を論理的に考察したり、数量や図

形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察したり

する力を高める学習の在り方 

理科 
自然の事物・現象を科学的に探究するために必要
な資質・能力 

観察、実験の結果を分析して、解釈する力を高める学

習の在り方 

音楽 
生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関
わる資質・能力 

音楽表現を創意工夫する力を高める学習の在り方 

美術 
生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わ
る資質・能力 

主題を基に、発想し構想する力を高める学習の在り方 

保健 
体育 

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の
健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現
するための資質・能力 

運動や健康についての課題を合理的に解決する力を

高める学習の在り方 

技術・ 
家庭 

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に
向けて、生活を工夫し創造する資質・能力 

(技術分野)社会や生活課題について多面的に検討し、

最適な解決策を考える力を高める学習の在り方 

(家庭分野)生活事象を多角的に捉え、よりよい生活を

営むために工夫する力を高める学習の在り方 

英語 
簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり
伝え合ったりするコミュニケーションを図る資
質・能力 

事実や考え、気持ちなどを伝え合う力を高める学習の

在り方 

道徳 よりよく生きるための基盤となる道徳性 
自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、道徳的

心情を育むための学習の在り方 

総合的 
な学習 
の時間 

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えてい
くための資質・能力 

自ら課題を設定する力を高める学習の在り方 

特別 
活動 

様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互
いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の
生活上の課題を解決することを通して身に付け
る資質・能力 

学校生活をよりよくするための課題を解決する力を

高める学習の在り方 

 学びを拓いていく生徒 

 学びの本質に迫る学習の在り方 

重点１ 問題発見・解決の過程において、各教科等の「見方・考え方」を働かせることができるようにする 
単元や題材の学習問題の解決（達成）を目指して、問いと見通しをもちながら自らの考え

を広げ深めていく活動を位置付ける（単元や題材）。思考・判断・表現をする場面で、着目す
べき、対象や関係を明らかにしながら検討する活動を位置付ける（本時）。 
 

重点２ 学んでいることや学んだことの意味や価値を自覚することができるようにする 
①「分かったことや分からなかったこと」「疑問に思うこと」「さらに生かせそうなこと」など、
振り返りの視点を基に、単元や題材を振り返る場を位置付ける。 

②単元や題材の初めの姿と終末の姿を比較し、分かったことやできるようになったことと、そ
の理由（学習過程）を振り返る場を位置付ける。 

③単元や題材を通して、学習したことを生かすことができるような課題に取り組んだり、課題
に取り組んだ後に、単元や題材で学んだことを振り返ったりする場を位置付ける。 

国語２ 



 

 

Ⅱ 国語科の研究 
１ 国語科の研究テーマ 

 

 
 

２ 教科としての研究の重点１と研究の重点２の受け止め 

  「最も心惹かれる季節について考える ―枕草子・徒然草」（令和３年５月・２年）で

は、文章を読んで理解したことを知識や経験と結び付け、最も心惹かれる季節に対する

自分の考えを広げたり深めたりする学習を構想した。そこでは、季節を題材とした二つ

の文章を比較（「枕草子第一段」と「徒然草第十九段」）し、そこから見えてきた、清少

納言と兼好法師それぞれの季節や時間に対するものの見方や考え方の違いに基づいて、

互いの考えを共有する展開を位置付けた。 

  「秋」が最も心惹かれる季節であると考えていたＭ生は、二つの文章の比較から、季

節の中にあるよいものを端的に捉えている清少納言と、季節の移り変わりこそよいと捉

えている兼好法師というように、それぞれのものの見方や考え方に違いがあることを理

解した。その後、Ｍ生は、その理解に基づいて、友と互いの考えを共有することを通し

て、紅葉の美しさは瞬間的に生まれるものではなく、そこに至るまでの過程によって生

まれるものであることに気付き、紅葉を中心とした木々の一年間の変化に心が惹かれる

ことを、最も心惹かれる季節に対する自分の考えのまとめとした。このようなＭ生の姿

は、「言葉による見方・考え方」を働かせ、文章を読んで理解したことを自身の知識や経

験と結び付け、最も心惹かれる季節に対する自分の考えを広げたり深めたりした姿であ

り、文章を読んで理解したことなどに基づいて、自分の考えを形成する力を高めた姿で

あると捉える。 

単元の終末、教師は、清少納言や兼好法師の季節や時間に対するものの見方や考え方

と自分のものの見方や考え方とのつながりについて振り返る場を位置付けた。そこで、

Ｍ生は、単元の学習を行う中で至った、紅葉を中心とした一年間の変化に心が惹かれる

というＭ生自身のものの見方や考え方が、兼好法師のそれと共通していることを記述し

た。このようなＭ生の姿は、自身のものの見方や考え方を高めた姿であり、学んだこと

の意味や価値を自覚することができた姿であると捉える。 

このような学習の積み重ねによって、国語科の研究テーマ、さらには全校研究テーマ

を具現し、「学びを拓いていく生徒」に迫ることができると考え、本研究を構想する。 

 

 ３ 研究内容 

中学校学習指導要領

（平成 29 年告示）解説

国語編第１章２(２)③

では、「全ての領域にお

いて、自分の考えを形成

する学習過程を重視し、

『考えの形成』に関する

指導事項を位置付けた」

と示されている。これを

踏まえて、本校国語科は、令和２年度から、国語科の研究テーマを先述のように設定し、

研究を行っている。なお、本研究を推進する上で、本校国語科が参考にしたのは、藤森・

宮島・八木（「交流―広げる・深める・高める―」,日本国語教育学会監修,2015）によ

る「広げる・深める・高める」思考である（図１）。 

本校国語科は、この三つの思考を取り入れた単元を構想することによって、国語科の

広

げ

る 

批判や否定をいっさいせず、互いのうちにある

ものを自由に出し合う活動を通して育まれる思

考。 

深

め

る 

広げる思考によって様々な情報を収集した後、

この情報は正確か、適切か、複雑かといった観

点で吟味する活動を通してはぐくまれる思考。 

高

め

る 

広げ深める思考とともに、あるいはそれらの後

で経験される思考。 

文章を読んで理解したことなどに基づいて、自分の考えを形成する力を高める学習

の在り方 

国語３ 

図１「広げる・深める・高める」思考の定義とそのイメージ 
(「交流―広げる・深める・高める―」より） 
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研究テーマの具現に迫ることができると考える。具体としては、文章の初読段階にお

いてもった自分の考えを学級全体で共有することによって、生徒は、互いの考えに差

異があることに気付き、その理由を検討する必要感をもつ。そして、学級全体の考えの

傾向や少数派に属する友がもつ考えの根拠や理由を求め、把握する（図１１）。さらに、

そのような把握によって、文章の叙述に対する解釈や文章に対して考えをもつ上で生

まれる立場や考え方に違いがあることに気付き、解釈や、立場や考え方の在り方を吟

味する（図１２）。そして、そのような吟味を通して、生徒は、文章の叙述に対する解

釈を明確にもったり、文章に対する考えをもつ上で生まれる立場や考え方の違いを整

理したり、考えを形成すること自体への理解を深めたりする（図１３）という、三つの

思考が生まれると考える。 

以上のように、本校国語科は、「広げる・深める・高める」思考を取り入れた単元の

構想をすることによって、「文章を読んで理解したことなどに基づいて、自分の考えを

形成する力を高める学習の在り方」の具現に迫ることとする。 
 

Ⅲ 単元の指導計画 
１ 単元名・学年「筆者の主張に対する共感度－『不便』の価値を見つめ直す」・ 

 

２ 単元の目標  ※【 】内は、中学校学習指導要領との関連を指している 

(1) 知識及び技能【(2)ア】 

意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。 

 (2) 思考力、判断力、表現力等【Ｃ(1)ア・オ】 

文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などについて叙述を基に捉

え、要旨を把握したり、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなも

のにしたりすることができる。 

 (3) 学びに向かう力、人間性等 

言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、

思いや考えを伝え合おうとする。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 

 
 
 

 

意見と根拠など情報と情報

との関係について理解してい

る。 

思 

① 

 

 

思 

② 

「読むこと」において、文章の中心

的な部分と付加的な部分、事実と意見

との関係などについて叙述を基に捉

え、要旨を把握している。 

「読むこと」において、文章を読ん

で理解したことに基づいて、自分の考

えを確かなものにしている。 

態 単元の学習目標の達成に

向けて、見通しをもって取り

組み、自分の考えを形成しよ

うとしている。 

 

４ 国語科として、全校研究テーマに迫るための仮説  

（1） 研究の重点１に関わる仮説  

・筆者の主張に対する学級全体の共感度を調査するために、三つの把握（「共感度の傾向

の把握」・「少数意見の把握」から「文章の内容の把握」）を行い、それを基に互いの考

えを共有する展開を位置付ける。このようにすることで、「言葉による見方・考え方」

を働かせ、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにするこ

とができる。（単元） 

・筆者の主張内容の着目箇所を明確にしたり、場合を違えたりしながら、筆者の主張に

１年 

国語４ 



 

 

対する共感度について互いの考えを共有する活動を位置付ける。このようにすること

で、主張内容の明確化や場合分けしたことに基づいて、自分の共感度やその理由と根

拠を確かなものにすることができる。（本時） 

（2） 研究の重点２に関わる仮説 

・単元の終末、「自分の共感度」を確かなものにしていく上で、大きく影響を与えた友の

考えとその理由を振り返り、共有する場を位置付ける。このようにすることで、考え

の形成場面における共有の大切さや「共感する」ということの本質的な意味などにつ

いて自覚することができる。 

 

５ 単元に寄せた教材化 

（1）筆者の主張に対する学級全体の共感度を調査するために、三つの把握（「共感度の傾

向の把握」・「少数意見の把握」から「文章の内容の把握」）を行い、それを基に互いの

考えを共有する展開を位置付ける 

本単元においてねらいとする「文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを

確かなものにする」生徒の姿を、本校国語科は、教材「『不便』の価値を見つめ直す」に

おける筆者の主張に対する自分の共感度を 0～100％の数値にして示し、その根拠と理

由を説明することができる姿と捉える。 

   以上の姿を生むために、教師は、文章を初読した生徒に対して、筆者の主張に対する

共感度を問い、その集計結果を全体で共有する場を設ける。そして、共感度に差異があ

ることに気付き、差異が生じた理由について検討する必要感をもった生徒に対し、教師

は、筆者の主張に対する学級全体の共感度調査を行うことで、自分の考えを確かなもの

にし、それを本校が位置する地域の地元新聞「信濃毎日新聞」の投書コーナー「10 代」

に投書することを確認する（資料）。そして、単元の学習目標「筆者の主張に対する自

分の共感度を確かなものにして、“10 代”に投書しよう」を設定する。その後、生徒は、

集計結果を基に、「共感度の傾向の把握」や「少数意見の把握」をすることで、「筆者が

言う不便益とはどのようなことか」、「筆者の主張とは何か」、「筆者の主張に対する共感

度とは、主張自体への理解を指すか、それを実行するところまで含めるか」といった、

調査を行っていく上で必要

な、全体で検討すべき問題を見

いだす（図１１）。そして、教

材や友に、解決の活路を求めな

がら問題を検討し、「文章の内

容の把握」をする（図１２）。  

第５時（本時）、生徒は、前時

までの検討を通して得たことを基に（表１）、互いの考えを共有し、最終的な自分の考

えを、根拠と理由を添えながらまとめる（図１２・３）。 

以上の展開を位置付けることで、生徒は、「言葉による見方・考え方」を働かせ、文章

を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができるだろう。 

 

（2）単元の終末、「自分の共感度」を確かなものにしていく上で、大きく影響を与えた友

の考えとその理由を振り返り、共有する場を位置付ける 

教師は、単元の終末、上記の視点で単元を振り返るように促し、全体で共有する場を位

置付ける。このようにすることで、考えの形成場面における共有の大切さや、着目箇所

を明確にしたり、場合を違えたりしながら「共感度」を共有することの必要性という、

「共感する」ことの本質的な意味などについて自覚することができると考える。そして、

これを、「高め」た思考を自覚する姿と捉える（図１３）。 

筆者の主張 

(筆者の主

張内容の着

目箇所) 

・「不便益」という発想の有効性（便利さの否定ではない） 

・「不便益」を例とした、これまでの常識とは異なる別の視 

点をもち、世界を多様に見ることの必要性 

共感度の

共有に必

要な場合

分け 

・筆者の主張自体への理解度という形の共感度 

・筆者の主張を実行する上での実現度という形の共感度 

国語５ 

表１ 問題の検討を通して生徒が得ると予想されること 



 

 

６ 単元展開 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにする学習     

全７時間扱い 本時は第５時 
段

階 

◆学習               〇「評定に用いる評価」 ●「学習改善につなげる評価」 評価の

観点 
時間 

教師の指導・支援 予想される生徒の反応 

導

入 

 

・学校生活における「便利」・「不便」

は何があるかと問う。 

・教材「『不便』の価値を見つめ直す」

を紹介し、範読する。 

・イのような反応から、筆者の主張

に対して何％の共感ができるか

と問い、集計する。その後、集計

結果を提示する。 

・ウのような反応から、互いの考え

を共有する場を設ける。 

 

 

・エのような反応から、単元の学習

目標「筆者の主張に対する自分の

共感度を確かなものにして、“10

代”に投書しよう」を設定する。 

 

ア 学校でクロームブックが使えるようになって、調べ学習な

どが便利になった。クロームブックの導入は大きい。 

イ 筆者の言うように、「不便」にも価値があるのかもしれない。

例として挙がっている旅行については自分も共感できる。 

ウ 国語辞典を使っていた小学生の時は、調べたい語句とは異

なる語句に目が留まって、興味深い意味を見付けたことがあ

る。まさに「不便益」なので、共感度は 100％だ。でも、共感

できない友や迷っている友もいて、違いがありそうだ。 

エ Ａさんは、「不便益」という考え方には共感できるが、自分

は不便な生活はしたくないので共感度は 50％だと話してい

た。確かに国語辞典を日常的に使用するのは難しい。実行で

きない場合は 100％と言えないのだろうか。 

オ 投書のように自分の考えをまとめていくためには、全体の

傾向を把握することが必要だ。そうすることで、私とＡさん

のように、何を基準にした共感度かのズレが無くなり、自分

の考えに自信をもつことができるのではないか。 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

・オのような反応から、前時の集計

結果を基に、全体の「共感度の傾

向の把握」をする場を設ける。 

・カのような反応から、「少数意見の

把握」をする場を設ける。 

 

 

カ 共感度が 70％～90％の人が多く、全体的には共感度が高い

ことが分かる。しかし、Ｂさんは共感度 20％としている。共

感度が低い人は少数派なので、ぜひ理由を聞いてみたい。 

キ Ｂさんは、技術の発展には便利さの追求心が欠かせないか

ら、共感度は低いと話していた。これに対してＣさんは、筆

者は便利さの否定はしていないと発言していた。筆者の主張

内容を皆でもう一度確認する必要があるのではないか。 

 

   

２
～
４ 

・キのような反応から、調査を行っ

ていく上で必要な、全体で検討す

べき問題を洗い出すように促す。

その後、「文章の内容の把握」をす

る場を設ける。 

※予想される問題例 

「筆者の主張とは何か」 

 「『不便益』とは何か」 

ク 筆者の主張は本論の最後にある「『不便』だからこそ得られ

るよさがあることを認識し、それを生かして新しいデザイン

を創り出そうというのが『不便益』の考え方」という部分だ。 

ケ Ｄさんは、結論にある「これまでの常識とは異なる別の視

点をもつことで、世界をもっと多様に見ることができるよう

になるはずだ」という部分が主張だと言っていた。主張は二

つと見てよいのではないか。「不便益」という考え方自体と、

別の視点をもって世界を多様に見る必要性だ。 

・第３時同様に、「文章の内容の把

握」をする場を設ける。 

 

 

 

・次時に互いの共感度を再度共有す

る場を設けることを全体で確認

する。その後、問題の一つとして

挙がっていた「筆者の主張に対す

る共感度とは、主張自体への理解

か、その実行性か」に触れ、次時

の共有に向けたシやスのような

アイデアを全体で確認しておく。 

コ 「不便益」とは、不便であっても発見があったり、体力や知

力が向上したりするというよさがあることだ。「不便」との違

いをはっきりさせて共有する必要がある。 

サ 筆者が挙げている例に自分たちの身近な例も加えて考えて

みると、「不便益」という考え方の理解が深まった。 

シ 実行できるかできないかについては、筆者の主張に対する

共感度の考え方の一つとしてあってよいと思う。でも、Ｃさ

んが「主張に対する理解と実行ができるかどうかは別の話だ

から、場合分けして共有する方がよい」と言っていたように、

やはり二つの場合に分けて共有する方がよさそうだ。 

ス 場合分けして共有するのはもちろんだが、筆者の主張の何

に対する共感なのかを皆に示しながら共有することができれ

ば、話し合いも自分の考えも明確になりそうだ。 

◆共感度の調査を通して、自分の考えを確かなものにしていくという単元の見通しをもつ。 

●
態
（
観
察
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
） 

 

〇
知
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
） 

〇
思
①
（
観
察
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
） 

◆説明的な文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などについて叙述を基に捉

え、要旨を把握する。 

国語６ 



 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
・
６
（
本
時
は
第
５
時
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シやスのような反応から、学習課

題「筆者の主張内容の着目箇所を

明確にしたり、場合分けをして考

えたりしながら、互いの考えを共

有しよう。」を据える。 

 

・ソの反応のように、今の生活を改

めるという視点での実行ではな

く、自分でも気付かぬうちに実行

していた「不便益」に価値を見い

だす捉えもあることを共有する。 

・タの反応のように、既習教材と関

連付けた考えをもっている生徒

がいれば、その考えを全体に紹介

し、主張内容の類似性を指摘す

る。 

・筆者の主張に対する最終的な共感

度を再度数値にして示し、根拠と

理由をまとめるように促す。 

 

 

セ Ｂさんは、「速くて簡単を目指して様々な技術が発展し

てきたから、やはり便利を追求することが大切だ。筆者の

『不便益』という考え方には『共感度』が低い。しかし、

『別の視点をもって世界を多様に見る目』は、これからの

世界を生きていくために大切なことだ」と話していた。後

者は、私の考えと同じだ。 

ソ Ｅさんは、「介護施設や幼稚園と同じように、学校の階

段も、体を鍛える『不便益』の一つだ」と話していた。そ

う考えると、階段も意味があるし、「不便益」という考え

方を知らず知らずのうちに実行している一つの事例とし

て捉えてよいのではないか。 

タ Ｆさんは、「『だまし絵』と『不便益』という挙げる話題

に違いはあるものの、『別の視点をもって世界を多様に見

る目』の必要性を主張している点では『ちょっと立ち止ま

って』と同じだ」と話していた。確かにそうだ。そして、

今後、生きていく上で必要な力なのだろう。 

チ Ｅさんが挙げた階段の事例から、「不便」だと感じるこ

とが、実は「益」をもたらしていることに気付くことがで

きた。このことから、「不便益」の実行性という場合にお

いても共感度は変わらず高くあってよいと思うから、こ

の場合の共感度は 80%だ。筆者の主張に対する共感度と

いう場合においては、やはり 100％だ。便利さだけを追求

するのではなく、不便の中の「益」を見付けることが人間

に豊かさをもたらすと気付いた。つまり、便利さと不便さ

のバランスを見て、「不便さもあるが、こんな楽しみ方が

ある」という思考をすることが大切だ。これ自体が、世界

を多様に見る目をもつということでもあるから、ここに

関しては変わらず共感度が高い。だから、私の最終的な全

体の共感度は、90％だ。 

 

 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

分 

 

・本時の調査結果を提示し、単元の

学習目標の達成に向け、新聞の投

書という形で自分の考えをまと

めるように促す。 

ツ 筆者の「不便益」という考え方は、私たちの生活に豊かさ

をもたらすものだ。「不便だ」と感じることが体力向上などの

「益」をもたらしていることに気付き、徒歩での移動も階段

の上り下りも意味のあるものに感じられるようになった。便

利さの追求だけでなく、不便さとのバランスを楽しみながら、

皆さんも新しい視点で様々なものを見てみませんか。 

 

 

終

末 

 

 

・「自分の共感度」を確かなものにし

ていく上で、大きく影響を与え

た友の考えとその理由を振り返

り、共有する場を設ける。 

 

 

テ 「不便益」の実行性や「便利益」みたいなものとのバランス

について考えを深める上で、Ｅさんの階段の例が自分にとっ

て大切だった。新たな実行ではなく、既に実行できている「不

便益」という視点や、毎日使う階段を例にして考えると、そ

の時々の状況がイメージでき、共感度を決定しやすかった。 

ト Ｃさんの発言から、筆者の主張に対する理解と実行という

二つの場合に分けて互いの考えを共有したのも、整理ができ

てよかったと思う。今回のように、「場合分け」したり、主張

内容の「着目箇所」を明確にしたりして話し合うのが、一つ

のコツなのだと分かった。そして、そうやって考えることで、

多面的な共感度をもつことができたと思う。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

７ 

◆考えの形成場面における共有の大切さや「共感する」ということの本質的な意味などについて自

覚する。 

 

○
態
（
観
察
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
） 

国語７ 

本時のねらい：主張内容の明確化や場合分けしたことに基づいて、自分の共感度や根拠と理由

を確かなものにする。 

◆文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにする。 

〇
思
②
（
観
察
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
） 



 

 

７ 資料 

 

国語８ 

2022 年８月 10 日信濃毎日新聞 

2022 年８月 18 日信濃毎日新聞 

2022 年８月９日信濃毎日新聞 


